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新
郷
村
ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社
鍾
事
長
・
須
藤
良
美
村
長

と
医
薬
品
製
造
、
販
売
の
新
日
本
製
薬
霜
岡
屯
後
藤
孝
洋
社

長
)
は
6
貝
漢
方
薬
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
冒
草
(
カ
ン
ゾ

ウ
)
」
の
研
究
栽
培
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
村
内
で

の
試
験
栽
培
を
経
て
、
同
社
が
2
0
1
3
年
3
月
末
を
め
ど
に
、

栽
培
結
果
を
検
証
す
る
。
栽
培
適
地
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
本
格
栽

培
ヘ
の
移
行
や
加
工
工
場
の
新
設
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

同
社
に
よ
る
と
、
甘
草

は
肝
機
能
障
害
や
ア
レ
ル

ギ
ー
に
有
効
と
さ
れ
る
グ

リ
チ
ル
リ
チ
ン
を
含
み
、

病
気
ヘ
の
抵
抗
力
を
強
め

た
り
、
炎
症
を
治
め
た
り

す
る
効
果
な
ど
が
あ
る
と

,

い
わ
れ
、
多
く
の
漢
方
薬

に
配
合
さ
れ
て
い
る
。

一
日
本
で
は
3
0
0
年
以

上
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き

た
が
、
現
在
は
中
国
な
ど

か
ら
の
輸
入
品
が
ほ
ぽ
ー

0
0
兜
を
占
め
、
国
内
で

は
ほ
と
ん
ど
生
産
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
。
同
社
で

は
6
年
前
か
ら
甘
草
の
栽

培
に
着
手
し
、
新
潟
県
や

島
根
県
な
ど
で
試
験
栽
培

を
実
施
中
だ
。

に
署
名
し
、
握
手
を
交
わ
す
須
藤
良
美
村
長
村
で
は
、
今
年
5
月
に

と
後
藤
孝
洋
社
長
n
6
貝
新
郷
村
役
場
甘
草
の
一
種
「
ウ
ラ
ル
カ

B
年
3
月
ま
で
に
適
地
検
証

望
一

ン
ゾ
ウ
」
の
苗
1
5
0
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株
を
取
り
寄
せ
、
村
内
の

農
地
で
試
験
栽
培
を
開
始

し
た
。
同
公
社
職
員
が
管

理
し
て
い
る
。

6
日
は
村
役
場
で
調
印

式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約

2
。
人
が
出
席
。
須
藤
村
長

と
後
藤
社
長
が
協
定
習
に

署
名
し
た
。

須
藤
村
長
は
デ
ガ
イ

モ
や
ニ
ン
一
一
ク
に
次
ぐ
農

作
物
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
栽
培
を
成
功

さ
せ
、
地
域
の
発
展
に
つ

な
げ
た
い
」
と
抱
負
。

後
藤
社
長
は
「
こ
れ
ま

で
の
成
果
き
歩
前
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
全

国
に
流
通
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
に
向
け
て
努

力
す
る
」
と
述
ベ
た
。
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日
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